
 

  

  
愛知県刈谷市に本社を置くトヨタグループの中核企業の一つです。豊田佐吉が創業し、現在

は自動車、産業車両(フォークリフト)、エンジン、電子機器など幅広い分野で事業を展開して

います。 

私たちは東知多工場にて、エンジンの組付作業を担当しています。ビックボスサークルは 

結成 2 年目の新米サークルです。活気のある活動にしよう！をモットーにしています 。 

  
前回の反省として発言率の低さがありました。要因解析を行うと「サークルの弱点」が起因

していることが分かります。アドバイザーから言語化能力向上アイテムの一つである「説明

の型」というヒントをもらい 、試してみることにしました。 

同じ発表者で 2 グループにスピーチし、型についての説明前後で要点伝わり度が 20％から

70％に向上。説明の型とは情報を理解しやすい流れで話すことです。全体像から詳細へと

話すことで、要点が伝わりやすくなります。 

  
言語化能力には三大要素として準備力、決断力、語彙力があります。それぞれのレベルアッ

プアイテムとして①30 秒スピーチ②ステップ毎に上位者へ報告③語彙力ゲームを採用。言語

化能力を鍛え、活気のある活動を目指します。 

目標サークルレベル B ゾーンを達成するために、弱点の 2 項目を 3 点に上げる必要があり

ます。その方策として、言語化能力の向上と QC 的考え方の勉強会を取り入れ、発言率を

向上させ、サークルレベル B ゾーンを目指します。 

会社紹介

フォークリフト
国内販売台数No.1

カーエアコン用
電動コンプレッサ

世界シェアNo.1商品
を有しています。

2023年度の売上高は
3兆円8,332億円です。

７万人を超える従業員が
世界で活躍しています。

カーボンニュートラル
実現に貢献。
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※自社調べ

※自社調べ ※ JIS D6202パターンで1,375h/ 年稼働、
グリーン水素使用、ガソリン車と比較

※
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運営の仕⽅向上的な⾵⼟

前回の反省 3/30

● 前テーマリーダーと反省

QCノート

発言率_平均

● 要因解析

発⾔率が低い

QC的考え⽅の
理解不⾜

要点を
まとめる⼒が不⾜

⾔葉が出てこない 質問の仕⽅に⼯夫がない

意⾒の

吸い上げが下⼿

何を⾔っていいか
分からない

要点をまとめる
⼒が不⾜

⾔いたいことが
まとまらない

QC的考え⽅の
理解不⾜

メンバー司会者

も低かった…

● 発言率向上のヒント

前テーマリーダー
カニカニ

会合に活気がなかった…
どうすれば良かったですか？

サークルリーダー
ツジイ

アドバイザー
モリタセンセイ

オレは【 】 を

意識して話しとるよ！

センセイのミーティングは
意見出るのに…

説明の型？

調べてみます！

● 【 説明の型とは？】

まずは
解析してみよう

限定

抑揚 etc.

： の一つ
言語化能力が向上する
相手が内容を理解しやすい流れ

【 説明の型 】

説明の型_検証

● 同じ発表者で2グループにスピーチ 判定＝伝わり度（ 要点が伝わったか？）

テーマ ： 前回活動テーマのまとめ

Aグループ 型について説明

■ 伝わり度

◎ 感想

・⼀⽣懸命さは伝わるが要点は︖
・ 30秒でまとめ切れていない

■ 伝わり度

◎ 感想
・ 順を追って理解できた

・求められていることが理解できた

型に沿って話すと相手に伝わる！効果◎

1) テーマ
2) 情報の全体像
3) 項⽬毎の情報

4) 細部の情報

5) 相⼿に促したいアクション

〇 情報を理解しやすい流れ

◎
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Bグループ 型について説明

全体像

詳細

えー とか あー
ばっかり

… …

？

？

…

言語化能力 5/30

● 言語化能力を構成する3大要素

決断力

語彙力

準備力

使える⾔葉の数

伝える内容や意⾒を整理し
準備する⼒

伝える内容を絞り
回答の選択肢を選ぶ⼒

select

③語彙力ゲーム

アプリ︓コトダ〇ン

会合前に前回のおさらい

① ３０秒スピーチ

『コツ』を意識！

② ステップ毎に上位へ報告

レベルUPアイテム

言語化能力を鍛え、活気のある活動を目指す

ごい

アドバイザー副世話人

アドバイス下さい！

運営方策のまとめ 6/30

サークルレベル

目標

D-2目指せBゾーン

2つの方策を実施発言率を向上させBゾーンを目指す
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QCの基本

運営の仕方

QC手法

技能取得

改善技能

チームワーク

会合実施状況

他部署と連携

向上的な風土

5sとルール 運営の仕⽅

目標値

向上的な⾵⼟

3点

最も低い項目を３点に上げ
サークルレベルBゾーンを達成する

１点

１点

サークルレベル詳細

方策

① 言語化能力向上 ② QC的考え方勉強会QC的考え⽅の理解不⾜

要点をまとめる⼒が不⾜

⾔葉が出てこない

質問の仕⽅に⼯夫がない

…

（何て言えばいいんだろう )

…

(何でもいいっていってもなぁ )

何でもいいから
意見下さい！

QCノート

発言率

平均70％

その結果…

要因解析 報告後の講評で
弱い所を指摘下さい！

テーマリーダー

リベンジ

3点

№ テーマ

会社・事業所名（フリガナ） 発表者名（フリガナ）会社・事業所名(フリガナ) トヨタジドウショッキ ヒガシチタコウジョウ  発表者名(フリガナ)   カニエ タケシ 
株式会社    豊田自動織機    東知多工場                 蟹江  ⻁司 

クロスオーバーパイプインシュレーター巻付け時 

グラスウール抜け落ちの撲滅 

No. 

113



  
【テーマの選定】KPI を確認すると、3 ヵ月連続で全て評価〇。そのため困りごとから評

価を行ったところ「グラスウールが体に付着する」が最も高く、３現にて確認すると「チ

クチクする」や「保護メガネの隙間から入りそう」という不快感をメンバー全員が感じま

した。 

グラスウールは人体への影響がなく、現状保護具での対策のみ。集塵機で吸い取るという

対策案は出ているが、実現性は低い。難しい問題だとは感じましたが、すべての人が安心

できる作業環境を造るために全員一致でテーマを決定。ステップ毎の報告の際は、伝える

コツ②抑揚をつけて要点を強調し、講評を貰います。ステップごとの報告は、やり直しを

未然に防ぎ、スムーズな活動にも繋がりました。 

  
【工程の概要】今回取り上げる工程は、排気管であるクロスオーバーパイプ組付工程で

す。クロスオーバーパイプは高温になる為、遮熱目的でインシュレーターの巻付けが必要

になります。［物］インシュレーターは、L 側・R 側の２種類あり、グラスウール面は内側

にあります。グラスウールとはガラスを原料とした断熱材で繊維径は極細、繊維を集積

し、わた状に成型したものです。内側に大量の空気を含み、高い断熱性があります。 

［人］両直ともグラスウールが体に付着し、誰が作業しても不快に感じる。［環境］常に空

調はでているが、それでも工程にグラスウールが堆積。清掃しても写真の状態に戻ってし

まいます。［方法］インシュレーター巻付け方法は、①取出し、②先端を挿入、③引っ張り

出す、④ボタンを留める、となっています。［測定］「比較が出来たらいいのでは？」と意

見があり、体へのグラスウール付着量を測定することになりました。 

  
体に付着したグラスウールを⿊いコロコロで回収してゲージをあてがい、マス目に入った

数(１マス=１pt)で測定。結果は、引っ張り出し作業時が最も付着量が多く、特性を「引っ

張り出し作業時にグラスウールが体に付着する」と報告。しかし講評にて、「現象と原因を

正しく理解しよう」とのアドバイスをもらい、勉強会を実施しました。 

【勉強会】床が濡れていて足を滑らすという問題では、(現象)=(足を滑らす)、(原因)=(床

が濡れている)です。現象へアプローチすると、対策は“滑りにくい靴に変える”や、“その

区域を立ち入り禁止にする”となり、原因へのアプローチができると、対策が“濡れないよ

うにする”とできます。これを氷山に例えると、眼に見えている一部が現象。一見目には見

えにくく隠れている部分が原因となります。  

  
【勉強会まとめ】現象ではなく原因を見極め対策することが大切。勉強会を経て、特性を

「グラスウールが体に付着する」から「グラスウールが抜け落ちる」に変更。合わせてテ

ーマ名の見直しも行いました。今度は付着量ではなく、抜け落ち量を測定します。 

抜け落ち量をもれなく測定するための工夫として、訓練用エンジンを囲んだ測定ボックス

を製作。使用方法は、抜け落ちたグラスウールをエアブローで壁に付着させ、コロコロで

回収します。これにより抜け落ち量の定量化が実現。再測定の結果、引っ張り出し作業時

が最も多いことが分かりました。   

層別 困りごと/職場の問題 上位方針 実現性 活動期間 緊急度 全員参加 総合評価

Q インパクト完了上がらずが多い 3 1 1 3 5 13

S グラスウールが体に付着する 5 1 3 5 5 19

Q 水リークNGが多い 3 3 0 5 1 12

S 部品補充時部品が重い 5 3 3 1 5 17

C 落下部品が多い 3 0 1 3 5 12

D ノズルシートの組付がやりにくい 3 1 0 5 1 10

グラスウールが体に付着する

テーマの選定①

● KPIの確認

● 職場困りごとマトリクス

保護メガネの隙間から入りそう

1位

チクチクしてイヤ
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環境(CO2削減量) 品質(工程内不良) 生産・保全(設備異常) 原価(改善実績) 人材育成

良

良 良

良
サークルレベル

目標

達成済

目標：
実績：

t ％ 千円％

7/30 テーマの選定②

● 現状の対策案

有力な対策案

【 集塵機で吸い取る】

・ 発がん性等⼈体への影響なし
・ 体内に⼊っても体液に溶け 短期間で体外に排出

● グラスウールについて

スペースに問題

● テーマ決定

（ 根本対策不要 ）

安衛判断
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クロスオーバーパイプインシュレーター巻付け時

グラスウール体への付着の撲滅

⽅針︓『 全ての⼈が安⼼できる作業環境を造る 』

● ステップ毎の報告

『コツ』 を意識

ゴーグルに長袖
ベビーパウダーも使用中

何とかできないかな

難しそうだけど
力を合わせてやってみよう！

etc.

型 限定

抑揚

要点を強調しよう

① 説明の『 型 』 を知る

② 抑揚をつけて話す

もっとオーバーでもいいよ

アドバイス

現状把握①

〇 工程の概要

9/30

《 F33A型エンジン 》

≪ 排気管 ≫

クロスオーバーパイプ

● 【 物 】 インシュレーターの詳細

L側 R側

︓グラスウール

グラスウール面

断熱材 （ 原料＝ガラス ）

繊維径5～８μ Ｍと極細
※1μ Ｍ＝１ｍｍ/１０００

① ガラスを溶かす
② 繊維化 （遠⼼⼒_綿菓⼦と同じ）

③ 繊維を集積しわた状に成形

・ 製造工程

極細の繊維

● クロスオーバーパイプとは？

ターボチャージャー

クロスオーバー
パイプ

・ 排気管
ターボチャージャーに
高温の排ガスが流入し高温

遮熱目的でインシュレーター
巻付けが必要

内側に⼤量の空気を
含み⾼い断熱性

グラスウール

遮熱インシュレーター

L側

R側

・ グラスウールとは

現状把握②

● 【 人 】 作業者による違いは？

チクチクです

経験2ヵ月

ずっとチクチクしてます！
経験1年

人）だれが作業しても不快に感じる
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● 【 設備 】

設備は使用していない

該当なし

● 【 環境 】 作業場

環境）清掃してもすぐに堆積

電動⼯具
冷却ファン通気⼝

● 【 方法 】 巻付け （例：L側）

① 取出し ② 先端を挿⼊ ③ 引っ張り出す ④ ボタンを留める

● 【 測定量 】

測定できなくても『 比較 』
出来たらいいのでは？

どの作業が多い？

どうやって測ればいいの？

『 インシュレーター引っ張り出し作業時に

グラスウールが体に付着する』

として進めていきます
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現状把握③

● 体へのグラスウール付着量を測定 ● ステップ毎の報告

特性を

R
側

引
っ
張
り
出
し

pt %

11/30

① ⿊いコロコロで回収

グラスウール

n=41

② 格⼦ゲージ ( ⾃作 ) をあてがい
マス⽬に⼊った数で測定 ※1マス＝1pt

100分割ゲージ 上記_10pt

引っ張り出し作業時
の付着量が最も多い

『 現象 』と『 原因 』の
違いを正しく理解しよう！ ※付着は現象

【 集塵機で吸い取る】

QC的考え方
体に付着

【 QC的考え方 勉強会① 】

● 『 現象 』 と 『 原因 』 の違い

問題︓床が濡れていて⾜を滑らす

現象︓⾜を滑らす

原因︓床が濡れている

現象にアプローチした対策

・滑りにくい靴に変える
・⽔がこぼれている区域を⽴ち⼊り禁⽌にする

原因にアプローチした対策

・床が濡れている要因を探し出し
濡れないようにする

例︓氷⼭

現象＝結果や悪さが起こっている状態 ⾜を滑らす

現象

原因＝現象を引き起こすもとのこと 床が濡れている

原因

12/30

目に見えている部分

目に見えにくい部分

【 QC的考え方 勉強会① 】

≪まとめ≫
現象にアプローチしても根本的な解決にはならない

『 原因 』 を見極め対策することが大切になる！

13/30

● 特性の見直し

グラスウールは『 抜け落ちた 』 ものが 『 付着 』する

≪ 元の特性 ≫ グラスウールが体に付着する

現象原因

⾒直し後の特性
抜け落ちる

≪ 元のテーマ名 グラスウール体への付着の撲滅新テーマ名
抜け落ち

抜け落ち
グラスウール

抜け落ち量を測定 付着したもの以外も
抜けているからか！

みんな
ナイス！

現状把握④

● 測定方法再検討

囲ったら？？

【実際の写真】

① エアーブローでBOX内の
グラスウールを壁に付着させ

使⽤⽅法

② 黒い 『 コロコロ 』 でグラスウールを回収

定量化が実現︕

14/30

◆ 『測定BOX 』 誕⽣
抜けたもの
全て回収する必要

● グラスウール抜け落ち量を測定
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n=53
引っ張り出し作業時の

抜け落ち量が最も多い

抜け落ち
グラスウール

『引っ張り出し時』が
多いのは変らない

でも量が違う！

『 原因 』の『 量 』が

分かったね！



  
現状把握を 5 ゲンにてまとめ、特性を「抜け落ち量は引っ張り出し作業時が最も多い」と

し、要因解析を進めていくことにしました。 

すべての人が安心できる作業環境を造るために、目標値は抜け落ち量０ポイント。活動計

画にステップごとの報告と勉強会を折り込み実施することで、ステップを跨いだ後戻りな

く進めることが出来ました。 

  
【要因解析】要因解析時は伝えるコツ③"限定した質問を出す"ことで考えを纏め易くな

り、スムーズに進みました。重みづけの結果、要因①「グラスウールは強い静電気側に吸

着する」、要因②「グラスウール繊維どうしの結合が弱い」この 2 つを重要要因としまし

た。 

【要因の事実確認】①強い静電気側に繊維が吸着するに対し“除電”と“帯電”2 つのプラ板を

準備し、どちらに吸着するか比較。結果、帯電側に吸着。よって末端要因は事実、対策

要。②繊維どうしの結合が弱いに対し、繊維面をブラシで擦ると大量の抜け落ちがありま

した。他のインシュレーターは繊維面が編み込まれており抜け落ちしませんが、グラスウ

ールは内側に空気を含ませるという特徴から繊維が重なり合っている状態のため、簡単に

抜け落ちてしまいます。末端要因は事実であり、対策要。 

 

  
【勉強会】対策検討時のポイント①：対策には“原因を除去”と“影響を遮断”の２つがあり

ます。ポイント②：原理に基づいた対策をとる。前の例で例えると、要因は湿気が高い。

対策として「除湿剤を置く」を採用。その際、湿気が溜まる原理を知ることで、 原理に基

づいた対策がとれ、より大きな効果を出すことができます。 

要因①の対策案を洗い出した結果、「除電シートを触り静電気を除去する」が評価 1 位とな

り実施。作業者が触れる箇所に除電シートを貼った結果、抜け落ち量は 3 ポイント減少し

ましたが、これ以上の結果は望めないと考え、効果△ 

  
要因②の対策案を洗い出した結果、「グラスウールを濡らし繊維同士をくっつける」が評価

1 位となり実施。グラスウール面を水で濡らしてトライした結果、抜け落ち量は２５ポイ

ント減少。水で濡らすは効果があると判断しました。 

原理を３現にて確認すると、繊維が濡れて束になり抜け落ちず、水分により摩擦も減少。

水の品質への影響が懸念されたため、専門部署監修の確認会を実施。錆や他の部品への影

響はなく、液体の使用は OK。注意点として「グラスウール内部を濡らさないように」と

アドバイスをいただき、対策に生かすことが出来ました 。   

① ⼯程上部に堆積

② インシュレーター内側にある

③ 繊維径5〜8μMと極細

④引っ張り出し作業時が最も多

い

⑤濡れると繊維同⼠がくっつく

⑥静電気に吸着

⑦撥⽔性がある

現状把握⑤

現場
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現物

現実

原理

原則

● 現状把握のまとめ

⑧ 繊維を集積しわた状に成形

※遠⼼⼒で繊維化_綿菓⼦と同じ原理

⑨内側に空気を含ませ断熱性を⾼める

○ グラスウールについて

抜け落ち

原理・原則は
ネットも活用

● ステップ毎の報告

≪ 特性 ≫

グラスウール抜け落ち量は

引っ張り出し作業時が最も多い

『 原因 』 抜け落ちを

意識し解析していこう

Big Boss

目標の設定・活動計画

特性

期間

⽬標値

引っ張り出し作業時のグラスウール抜け落ち量

抜け落ち量

0ptにする

2022年10⽉6⽇
〜2023年2⽉9⽇までに

目標値設定の根拠

作業時の不快感や疾病の未然防止 そして

『全ての人が安心できる
作業環境を造る 』

No 項目

ステップ
毎の報告
と勉強会

10

月

11

月

12

月

1

月

2

月

計
画
日

完
了
日

1 テーマ選定 ★ 10/6 10/6

2 現状把握 ★ 10/27 10/27

3 目標設定 ― 11/3 11/3

4 活動計画 ― 11/10 11/10

5
要因解析 ― 11/24 11/24

要因検証 ★ 12/8 12/8

6
対策検討 ― 12/28 12/28

対策実施 ★ 1/19 1/19

7 効果確認 ★ 1/26 1/26

8 標準化
管理

― 2/2 2/2

9 反省
まとめ ★ 2/9 2/9

計画 実績

16/30

特性値

コロコロ⾯積に対し35ptを

対策前 対策後

35

0

《 抜け落ち量 》pt

現状 対策後

輪番制

ステップ毎の報告 勉強会

要因解析①

質問の仕方に工夫がなく意見を引き出せない

～ 前活動時の反省～

Ｃ
／
Ｏ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

引
 
張
 
出
 
作
業
時
 

 
 
 
 
 
 
 
抜
 
落
 
 

⽅法

環境 物

⼈

INSを前後に
動かす回数が多い

INSと挿⼊部の
クリアランスが少ない

INS挿⼊時
曲がっている強い静電気側に

吸着する

要因②

作業者の指に
引っ付く

C/Oパイプとの
摩擦が多い

INSを前後に動かしながら
引っ張り出してる

INS挿⼊位置の
隙が狭い

グラスウール⾯を
持って引っ張り
出している

グラスウール⾯以外の
持てる位置がない

部品間⼝付近が
乾燥している

空調の⾵が強い

作業場が暑い

ゴーグルを
付けて作業

繊維が
細かい

摩擦で
抜け落ちる

繊維同⼠の
結合が弱い

摩擦で繊維の結合が離れる

要因①

INSが
膨らんでいる

C/Oパイプとの
摩擦が多い

INSがC/Oパイプ
より厚い

要因②
繊維同士の結合が弱い

17/30

・・・

グラスウール⾯がむき出し状態

何でもいいから意見下さい！

作業者側の
静電気に吸着する

要因①
強い静電気側に吸着する

③ 限定した質問を出す

① 説明の『 型 』 を知る

② 抑揚をつけて話す
抑揚

etc.

型 限定

ここではこれ！

限定した質問

考えをまとめやすい

人の意見から新たな発想
も生まれる

効果 ◎！

まずは４Mの『 人 』から考えましょう！

要因解析② 1８/３０

要因 事実確認 評価

①

強
い
静
電
気
側
に

繊
維
が
吸
着
す
る

②

繊
維
同
士
の
結
合
が
弱
い

︓プラ板

帯電除電

Q：どちらに吸着するか？

帯電防⽌
スプレー

末端要因は事実

対
策
要

繊維の結合力を
強くしたい！

末端要因は事実

対
策
要

編み込まれ

ている

人も帯電
してるよ

◇ 繊維面を擦る

ステップ毎の報告

大きな効果を出す為

勉強会をやろう

全然違う

・ 他のインシュレーターは？

排気温⽤

吸着

一方グラスウールは

繊維が集積

重なり合っている状態

● 対策検討時のポイント

ポイント① 対策には2種類

【 QC的考え方 勉強会② 】

※影響を遮断(因果関係を断ち切る)

例 『 事故 』
要因 = 『 ⾬による視界不良 』

ポイント② 原理に基づいた対策をとる

対策の種類 対策

原因を除去 ⾬を降らせない

原因の影響を遮断 撥⽔加⼯を施す
※

原因︓床が濡れている 要因︓湿気が⾼い

湿度を下げる対策

・ サーキュレーターを回す

・除湿剤を置く ⇒ 採⽤

湿気がたまる原理を知る

・⽔回りに溜まりやすい
・ 湿気は空間下部の隅に溜まりやすい

除湿剤を水回りの下部の隅に置く

原理に基づいた対策 をとることで より効果を上げる ことが出来るんですね！

【 足を滑らす 】

19/30

原因

最優先

納期や
実現性を考慮

除湿剤

原理

シートなし シートあり

35 32

現状 シート有

《 抜け落ち量 》pt

対策の検討と実施①

● 要因① 強い静電気側に繊維が吸着する

除電シートを触る

帯電防⽌の柔軟剤を使⽤する

帯電防⽌スプレーを使⽤する

静電気が発⽣しにくくする

作業者を除電する

作業域の湿度を上げる

静電気防⽌⼿袋を使⽤する

作

業

者

の

帯

電

を

な

く

す

● 要因①対策 『 除電シートを触る 』

除電シート

0.1kv⇒

帯電量が

微量だったからか

効果△
3pt減…

20/30

【 静電気測定器】

参考︓
バチっと来るのは

3kv程度

‐目的‐

↑作業者の帯電量

効果 コスト 実現性 納期 総合 順位

3 3 3 3 12 5

1 5 5 5 16 2

3 3 5 5 16 2

5 1 5 5 16 2

5 5 5 5 20 1『 除電シート 』 を触り静電気を除去する

原理 『 グラスウールは静電気に吸着』 に基づいた対策！

毎回触れる所に貼る

対策の検討と実施②

● 要因② 繊維同士の結合が弱い

原理 『 グラスウールは濡れると繊維同士がくっつく』 に基づいた対策！

⽔で濡らす

トライ内容

濡らす前 濡らした後

35

10 水で濡らすは
効果あり

こすって束を作る

スプレーを塗布する

濡らしてくっつける

表⾯の繊維を絡ませる

表⾯の繊維を固める繊

維

同

⼠

の

結

合

⼒

を

強

く

す

る
繊維を同⼠をくっつける

表⾯を接着する

25pt減
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すごい効果！
でもなんで？

前提条件： グラスウール内側の空気層を壊さない

‐目的‐

現状 濡らした後

《 抜け落ち量 》pt

効果 コスト 実現性 納期 総合 順位

3 1 3 5 12 2

1 5 1 5 12 2

1 3 1 5 10 4

5 5 3 5 18 1グラスウールを濡らし繊維同士をくっつける

グラスウール

空気層に影響するので

どぶ付け等は とします

対策の検討と実施③

● 要因②対策 『 グラスウールを濡らし繊維同士をくっつける』

◎ 原理解説

濡らす前 濡らした後

繊維同士が結合し

又、

でも水ってかけていいの？

● 「 品質保証部 」 や 「 設計 」 と確認会

完成品状態で保留 2週間後分解

結果

滴り落ちるまで塗布

◆ 注意点 ◆
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原理にしっかり
効いているからだ！！

束になる

表⾯のみ

対策に生かします

品質への影響を
確認をしましょう

品保



  
【最適な液体の検討】上位文書より、使用可能な液体をそれぞれ塗布。検証の結果、抜け

落ち量の違いはなく、安価な水を採用。【最適な塗布方法の検討】「スプレーで水をかけ

る」が評価１位となり実施。これにより、グラスウール内部は濡れず、品質への影響がな

くなりました。 

 

スプレーで水をかける時間とグラスウールの抜け落ち量との関係を調べたところ、水の噴

射時間３秒以上で抜け落ち量が 0 になり、安全第一の考えでまず導入。しかし、インシュ

レーターは２種類あり、計６秒工数が悪化してしまったので、工数の抑止にもチャレンジ

していきました。 

  
工数を悪化させない対策案の洗い出しの際も、伝えるコツ③“限定した質問”を出すことで

次々にアイデアが生まれ、「加湿器で蒸気をあてる」を実施。超音波式の加湿器で検証を行

った結果、時間はかかるものの、効果があることが分かりました。 

家庭用加湿器を購入し対策を実施した結果、目標２７０秒以下に対し、９０秒で抜け落ち

量０と最高の結果を出せました。こだわったポイントを紹介します。蒸気は箱内に充填さ

れ、インシュレーター表面全域に水分が付着。下にネットを取り付けることで、溜まった

水にインシュレーターが触れません。また溜まった水はドレンよりタンクへ排出されま

す。 

  
特性及び全ての要素作業で、グラスウールの抜け落ち量を０にすることができました。無

形効果としては、作業時にチクチクする不快感をなくすことができ、更に作業環境におい

ても、対策前は清掃後１週間でグラスウールが堆積していましたが、対策後はグラスウー

ルの堆積が無くなり、清掃頻度を減らすこともできています。 

 

活動を通して伝えるコツを学び、スピーチにも慣れ、伝わり度が向上。それに伴い発言率

も現状把握以降１００％となり、サークルレベルも B ゾーンへレベル UP することが出来

ました。 

  
【標準化と管理】対策が後戻りしないよう管理を徹底します。【反省と今後の進め方】特に

良かった点は、原理に基づいた対策がとれたことです。今後も現象と原因を意識した活動

を継続していきます。 

 

本活動では発言率を上げる工夫をして進めたことで、良い結果を得られました。特に、伝

えるコツを意識したスピーチやステップ毎の報告は更なるレベルアップを図るために重要

だと考えており、今後も継続してサークルレベル A ゾーンを目指します。  

 

● 最適な 『 塗布方法 』 は？

表

⾯

全

域

に

⽔

を

塗

布

す

る

た

め

に

は

︖

⽔につける 薄く⽔を溜めた容器につける

スプレーでかける

コップで直接⽔をかける

シャワーをかける

⽔をかける

10

10

10

35

ソルミックス

変性アルコール

水

水なし

対策の検討と実施④

● 最適な 『 液体 』 は？

液体による違いは無し

水

23/30

滴り落ちるまで塗布

じゃあ水が
安くていいね

抜け落ち量⇒

現状

pt

品質 効果 安全 ⽣産性 総合 順位

1 3 5 1 10 2

3 3 3 1 10 2

5 5 5 1 16 1

1 3 3 1 8 4

スプレーで水をかける

エタノール

変性アルコール

【使⽤可液体】
⽔
変性アルコール
エタノール

現状
上位⽂書より

0

0

0

5

20

35

5秒

4秒

3秒

2秒

1秒

0秒

対策の検討と実施⑤

● 『 スプレーで塗布』 トライ実施

3秒以上で最大の効果

塗布箇所 の バラツキも問題

安全第⼀。
フォローしながらでもやってみよう︕

にも ！！
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6秒かー

でも安全第一
ですよね

活気のある会合に

なってきた！

抜け落ち量⇒ pt

対策の検討と実施⑥

● 再検討 【 】

⼯

数

を

悪

化

さ

せ

ず

表

⾯

全

域

に

⽔

を

塗

布

す

る

た

め

に

は

︖

⾃動で⽔をかける

※前提条件：表面のみ塗布可

水に関係するものは？ 雨

湿気

川 蒸気 加湿器！
コツ③ 限定した質問

25/30

‐目的‐

シャワーを使う

ミストシャワーをかけ流す

ミストシャワーに潜らせる

スチーマーで蒸気をあてる

加湿器で蒸気をあてる

品質 効果 安全 ⽣産性 総合 順位

1 3 3 3 10 4

5 5 5 5 20 1

5 3 5 5 18 2

3 3 3 3 12 3

蒸気をあてる

聞き方一つで
全然違う！

加湿器で蒸気をあてる加湿器で蒸気をあてる

● 卓上加湿器でトライ
目標270秒
※Maxタクトタイム

【 超⾳波式 】

煙が⾒える
タイプ

表面のみ濡れ
繊維が束に！⽔蒸気

pt抜け落ち量⇒

0
5

17
27

35

500秒

400秒

300秒

200秒

0秒

時間は掛かるが効果あり

0

0

5

25

35

120秒

90秒

60秒

30秒

0秒

対策の検討と実施⑦

● 家庭用の加湿器を設置

加湿器 多量の蒸気を放出

インシュレーター

◇ こだわりポイント
① 蒸気は箱内に充填
インシュレーター表⾯全域に⽔分が付着

①

②
② 箱内にネット取付け

溜まった⽔にインシュレーターが触れない

③ 溜まった⽔滴はドレンより
補充⽤⽔タンクへ排出（ 循環させる ）水タンク

水タンク

③

26/30

抜け落ち量⇒
pt

ステップ毎の報告

たった
9000円！！

品保

90秒で抜け落ち0！効果◎

品質への影響がないこと

確認しました！

20 15
5 5 3 3 1 1

0

100

0

53

L
側
引
っ
張
り
出
し

R
側
引
っ
張
り
出
し

L
側
先
端
挿
入

R
側
先
端
挿
入

L
側
ボ
タ
ン
留
め

R
側
ボ
タ
ン
留
め

L
側
取
出
し

R
側
取
出
し

対策後

対策前 対策後

35

0

効果の確認①

引っ張り出し作業時
グラスウール抜け落ち量

◎全ての作業での抜け落ちグラスウール量
対策前

目標達成！

◎特性

● 不快感はなくせたか？

チクチクしてイヤ

メンバー全員不快感なく作業出来た

作業できるね！

対策前

● 作業環境

1週間で堆積…

対策前

堆積なし

清掃頻度低減！

対策後

全ての作業で効果！

対策後

n=53 0

pt %
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n=53

対策後

Big Boss

他に時間を
使えます！

pt

 
側

引
 
張
 
出
 

 
側

引
 
張
 
出
 

100%

0

50

100

テーマ選定 現状把握 要因解析 対策

0
1

2
3

4
5

QCの基本

運営の仕方

QC手法

技能取得

改善技能

チームワーク

会合実施状況

他部署と連携

向上的な風土

5sとルール

効果の確認②

● 各ステップでの伝わり度 ※要点が伝わったかどうか？

● サークルレベル確認● 発言率

0

50

100

前
回
平
均

 
 
 
選
定

現
状
把
握

要
因
解
析

対
策

効
果
確
認

標
準
化

反
省

● サークルレベル詳細

狙いの弱点を克服

活動前
活動後

① 説明の 『 型 』 を知る

② 『 抑揚 』 を付ける

③ 質問を 『 限定 』 する

《 伝わり度平均 》
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① 『 型 』

② 『抑揚 』

③ 『限定 』

運営の仕方

向上的な風土

１点⇒3点

１点⇒3点

C-2

活動後
Bゾーン

活動前
Cゾーン

C⇒B へレベルUP！

コツを取得、スピーチに慣れ
言語化能力が向上！

20

65

50

%

%

活気のある会合になりました

※

いつ 何を どうする なぜ 誰が どこで

標準化

2⽉2⽇
早出チェックシートに
加湿器点検を

追記
加湿器を正常な
状態に保つため

班⻑ ―

2⽉2⽇
インシュレーター表⾯
⽔分付着量要領書を

新規作成
品質を保ち

安全に作業するため
班⻑ ―

2⽉2⽇
組付治具⼀覧表へ
加湿器の品番を

追記
加湿器が壊れたとき
交換するため

班⻑ ―

管理

1回/週 加湿器の点検を
チェックシートに
基づき実施

加湿器を正常な
状態に保つため

早出作業者 現場

1回/直
インシュレーター表⾯
全域が濡れているかを

要領書に基づき
初物を点検

品質を保ち
安全に作業するため

⼯程作業者 現場

1回/直 加湿器の⽔を 規定量まで補充
⽔不⾜で加湿器が
⽌まるのを防ぐため

⼯程作業者 現場

ステップ 良かった点 改善点及び今後の進め⽅

テーマの選定
今まで解決できなかった問題を
⼒を合わせて解決できた

―

現状把握
測定BOXで数値化の⼯夫ができた 反省 … 特性の絞り込みでやり直しが出てしまった

現象と原因を学ぶことが出来た 今後の進め⽅ … 現象と原因を意識し活動を進める

⽬標の設定 ⽬標を達成できた ―

活動計画 計画通り進めることが出来た ―

要因解析と検証 しっかり解析ができ対策に繋ぐことが出来た ―

対策案の検討と実施 原理に基づいた活動が出来た
反省 … 良い改善案がなかなかでなかった

今後の進め⽅ … ⽇常⽣活からアンテナを張っておく

標準化と管理の定着 しっかり標準化・管理が出来た
反省 … ⼀部のメンバーの理解が浅いようだった

今後の進め⽅ … 勉強会を計画的に⾏っていく

標準化と管理

反省と今後の進め方

今回学んだ を意識した活動を継続

対策がとれた
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伸ばしたい

項目
方策 具体アイテム 今後の進め方 コメント

言語化

能力向上

語彙力ゲーム
自己啓発

として
共通の話題◎

30秒スピーチ 継続 伝えるコツ◎

ステップ毎
の報告

継続
課内サークル

へ
横展済

勉強会
QC的考え

を学ぶ
都度実施 繰り返し教育

最後に 30/30

● 運営方策の反省

運営の
仕方

向上的な
風土

0

1

2

3

4

5
QCの基本

運営の仕方

QC手法

技能取得

改善技能

チームワーク

会合実施状況

他部署と連携

向上的な風土

5sとルール 運営の仕方

向上的な風土

活動前
活動後

活動前後サークルレベル詳細

語彙力ゲーム

コトダ〇ン
Q サ Cー クル

C ー クサ ルQ

文字を並び変えて言葉を造る

Aゾーン

サークルレベル目標


